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益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第４回役員予定者会議 議事録
◆ 日  時 ：２０１２年１１月５日（月）
１８：３０～２４：２０
◆ 場　所 ：丸勘山形青果市場
1． 開  会                                                     横山隆太専務理事予定者
2． ＪＣＩクリード唱和                                         佐藤貴博議長予定者
3． ＪＣＩミッションならびにＪＣＩビジョン唱和                 渡部明弘本部長予定者
4． ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                             鈴木力常任理事予定者
5． 出席者の確認（敬称略）                                     舟山事務局長予定者
理事長予定者                井　上　周　士
直前理事長予定者            野　口　雅　弘
特別顧問予定者              荒　井　　　寛（欠席）
実行委員長予定者            齋　藤　秀　和 (遅参)
副理事長予定者              伊　藤　健　二
副理事長予定者              中　村　祥　之（遅参）
副理事長予定者              齊　藤　秀　昭
副理事長予定者              鈴　木　辰太郎（遅参）
監事予定者                  酒　井　貞　和（欠席）
監事予定者                  中　村　正　利
監事予定者                  矢　口　政　則（遅参）
専務理事予定者              横　山　隆　太

議長予定者                  佐　藤　貴　博
特別委員長予定者            三　沢　慶　洋（遅参）
常任理事予定者              安　藤　太一郎
常任理事予定者              鈴　木　　　力
常任理事予定者              今　野　　　修
常任理事予定者              遠　藤　智　大（遅参）
本部長予定者                渡　部　明　弘
委員長予定者                佐　藤　幸　助（遅参）
委員長予定者                武　田　靖　裕
委員長予定者                長谷川　吉之介（遅参）
委員長予定者                與　田　貴　博
委員長予定者                荒　井　要　雄
総括幹事予定者              會　田　智　弘（遅参）
総括幹事予定者              長　瀬　洋　一
出向理事予定者              井　上　智　博（公欠）
事務局長予定者              舟　山　力　也
＜オブザーバー＞
会務セクレタリー予定者      秋　月　　　悠
会務セクレタリー予定者　　　長谷川　晃　一
６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　             舟山事務局長予定者
公益社団法人山形青年会議所定款第５項・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立
７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                        井上周士理事長予定者
議事録署名人は井上理事長予定者・中村正利監事予定者の２名
議事録作成人は会務セクレタリー
８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　               井上周士理事長予定者
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認
９．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　                 井上周士理事長予定者
お晩でございます。本年度と次年度が交錯して毎日ＪＣ活動があるなか、定刻通りお集まりいただきまして誠にありがとうございます。今回の挨拶をさせていただくにあたって、２０１２年度などを見る機会があるのですが、２０１１年度の挨拶の際にも定刻通りの集まりがなされていないという事でこの様な事は予め想定しておりました。毎日ＪＣ活動をやって、仕事も家庭もあってこの様な形になることは会議所の運営的には非常に不本意ではあります。しかしながら理解できるわけではないのですが、今年も続いて行きますので、風邪を引かれている方も多いようですので体調管理をして、お身体をご自愛下さい。先般、蔵王の地におきましてＡＳＰＡＣの勉強会として、１９９６年のＡＳＰＡＣ実行委員会委員長の松本耕作先輩よりご講演いただきました。合宿形式の勉強会というのは私も初めてだったのでどのような会になるのかドキドキしながら参加させていただきました。非常に淡々と分かり易くＡＳＰＡＣ開催までの流れをご説明いただきました。その中で、これから必要なのは総会会場を早めに決定する事ですとか、それに対して総会会場を何処に決めるのか、いろいろなしがらみもあって、恐らく直前理事長が相談して下さったと思うのですが、どういった形で決めたらいいのか。その中でシニアの先輩方である、五十嵐先輩や長谷川先輩、岡崎先輩のお力をお借りして、更に上のソニーさんや日本ＪＣの上島先輩などのお力をお借りして決定するのが有効ですといったようなお話もお聴きしました。また、皇室に関しては日本ＪＣを通して決めるものなどと、喧々赫々お話がありましたが、一番シンプルなものとして県に依頼をして、県から県警に行って、県警から我々に下りてきて行うという事で、いろんな答えが分かった会だと感じました。私は会社の会議などである空想論に対して費やす時間が嫌いです。何が言いたいかといいますと、この様な答えの出る会議は重要だという事です。先程の会の最後に、各部会長や副実行委員長が松本先輩に質問をする場面がありました。ＣＯＣ会議の安藤事務総長なども使命感を持ってＱ＆Ａ方式の質問をしたことによって、ある程度やる事が見えたということで有意義な会であったと思います。本日の役員予定者会議は答えを会議の中で揉んで積み上げていく会議でございます。本日はグループ方針の審議案件あり、委員会方針も２回目の協議で、議案も多く上がってきます。前回の会議のように皆様からしっかりと発言をいただいて、皆様が光輝く会議になりますようご祈念申し上げまして私の挨拶とさせていただきます。本日もどうぞ宜しくお願い致します。
１０．直前理事長予定者挨拶 　　　　　　　　　　　　　            野口直前理事長予定者
皆様、遅参して申し訳ございませんでした。先程、井上理事長からありました出席率も今日は審議いただく方も欠席があり、非常に残念に思います。今日は第４回。予定者会議は６回ございますのでちょうど半分が終わり終盤に差し掛かるところです。常任の皆様は今日審議でございますのでどれだけ誠意を持って修正してきてやっていくか問われる訳ですが、一言本日言いたいのは、ＪＣの運動で全ての責任を取るのは理事長でございます。皆さんが指針や事業計画を書く訳ですが、最終的に責任を負うのは理事長です。それを以て皆さんが真摯にどれだけ年間のスケジュールや事業計画を作るかは、単にここで会議に出席して審議を取るだけではなくて、１年間の自分のイメージを描かないと最後の落としどころが分からなくなります。自分の会社に置き換えても、１年間何をやるのか、どのような成績を残すか必ずあるはずです。なければ、手前味噌のザルのような経営になってしまい、行き当たりばったりの経営をして最終的には火の車になって終わるという事です。何を言いたいかと言いますと、自分たちの現状を今一度確認していただきたい、という事です。青年会議所の山形ＪＣとしての運動、ＣＯＣ会議の活動はＣＯＣの活動。今自分たちが置かれている立場に責任を持ってこの会議に臨んでいただきたい。その一点でございます。今日来ていない副理事長、常任理事に来ているメンバーが励ますのではなくて、「何故来れないのか」、「来れないなら来れる時間でやる」くらいの一丸となる仲間意識がないと前に進むことはできないと思います。昨年も５回目か６回目の予定者会議の出席率が散々だったと思います。その中でも重要な案件も通させていただきましたが、これから迎える第５回、第６回の予定者会議は２０１３年度山形ＪＣの重要な案件を全て担います。最終的には理事長が責任を負うと言いましたが賛成をするのは２８人の理事構成メンバーの皆さんです。ですので、しっかり足元を固めつつ先のビジョンをしっかり見て、理事長がどのように思っているのかを確認していただきたいと思います。今日を含めて残り３回。全てが理事長の為ではありませんが、理事長の名の元に理事構成メンバーになった訳ですので、自覚しながら前に進んでいただきたいと思います。冒頭から苦言になってしまいましたが、しっかりとした予定者会議を進めていただきたいと思います。

(以下、『予定者』表記を割愛)

１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　荒井要雄委員長
配布資料　第４回役員予定者会議アジェンダ　１３役員ｐｒｅ４ｔｈ
議題２０件、確認事項その他を含め３件、討議事項その他を含めて１件、審議事項その他を含めて２件、協議事項その他を含めて１８件、報告依頼事項その他を含めて４件

１２．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　井上周士理事長
全員賛成
１３．確認事項
確－０３　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　横山専務理事
削除
確－０１　理事長所信（案）Ｖｅｒ．２０に関する件　　　　　　　　　　 　横山専務理事
前回の常任理事予定者会議のＶｅｒ．１９より１文字だけの変更。
確－０２　２０１３年議案フォームについて

荒井要雄委員長【説明】
事業計画、決算、報告議案に関しまして日本ＪＣから届いているものをベースに新規作成。
次回の予定者会議より上程の際はこちらを使用していただきたい。

横山専務理事【補足】
現在上程されている議案はこのままで審議まで使用し、次回から上程の議案に関しては新しいフォームを使用。
齊藤秀昭副理事長【質問】
日本ＪＣからいただいたフォームとの事だが、２０１２年度と２０１３年度の変更点をあれば教えていただきたい。
荒井要雄委員長【回答】
特に大きな変更点はなし。
安藤常任理事【質問】
報告議案で、例年は事業報告並びに決算としていたと思うが、今回は協議・審議と書いているが詳しく教えていただきたい。
荒井要雄委員長【回答】
決算関係ですと真ん中の「決算　事業報告議案」になります。
横山専務理事【補足回答】
審議の隣に事業報告も追記する。
齊藤秀昭副理事長【質問】
財政審査会議の確認日の記載はどの様になっているのか。
荒井要雄委員長【回答】
確認漏れの為、次回まで確認し記載、報告する。
横山専務理事【補足】
次回までだと間に合わないので、メールにて案内する。
長瀬総括幹事【意見】
事業計画書の８番、右に同じ書式が繰り返されている。
１４．討議事項
討－０１　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　横山専務理事
削除

１５．審議事項
審議－０１　　　グループ基本方針（案）承認に関する件　　　　　　　　 　横山専務理事

・会員パワーアップグループ

佐藤貴博特別委員長【説明】
Ｖｅｒ．８になります。前回、野口直前理事長から指摘のあった背景の部分を整理し、３段目の目標の部分を訂正。理事長から指摘のあった目標の明記の部分は委員会目標に明記したので変更はなし。
野口直前理事長【質問】
山形ＪＣが目指す社会とはどんな社会か。
佐藤貴博特別委員長【回答】
明るい豊かな社会です。
野口直前理事長【意見】
そこを分かっているならば明記したほうが良い。
伊藤副理事長【回答】
１段落目に「明るい豊かな社会の実現に向け」と記載している。３段落目とは同じ表現で被らないように作成している。
野口直前理事長【意見】
最後の部分は「近づきます。」と記載してあるので、目指す部分なのでここは言い切っていただきたい。
佐藤貴博特別委員長【回答】
「近づきます。」の表現は弱いと思う。後程まで修正して上程する。
井上周士理事長【コメント】
本日、修正後に再度上程していただきたい。
・ＡＳＰＡＣ準備運営グループ

安藤常任理事【説明】
Ｖｅｒ．５になる。変更点として、９行目ＣＯＣの意味を※を付け下段に説明文を記載。

３段目「関係各所に対しても」も付け足しより詳しく説明。漢字の修正も行っている。
鈴木力常任理事【補足】
ＣＯＣの立ち位置などの文章を修正している。渉外に関しても前回ご指摘いただいた部分を修正してある。
齊藤秀昭副理事長【意見】
ＣＯＣの注釈の点で２０１３年度ではなく２０１４年度を入れた方が良いのではないか。
安藤常任理長【回答】
正式には「２０１４　ＡＳＰＡＣ山形大会実行委員会」だと思うが、文章が長くなってしまうと思いカットしている。どちらがいいか野口直前理事長よりご意見を賜りたい。
野口直前理事長【意見】
ＣＯＣについては実行委員会が２０１４年度まで引き継いで行くのであればこのままでいいと思うが、組織替えをしてしまうのであれば２０１３年度を付けた方がいいと思う。この部分は齋藤秀和実行委員長と安藤常任理事とでしっかり話し合わないといけないと思う。
齋藤秀和実行委員長【補足】
ＣＯＣは実行委員会の意味になる。ここでのＡＳＰＡＣ準備委員会はあくまで山形大会の準備委員会なので「ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会実行委員会の意」が正しい表現だと思う。
安藤常任理事【回答】
最後の注釈は「ＣＯＣ（Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｒｇａｎａｉｚｉｎｇ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）
ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会実行委員会の意」で決めさせていただく。
井上周士理事長【コメント】
修正後、再度上程をお願いする。
・アクティブシティ創造グループ

今野常任理事【説明】
かなり大幅な変更をしてきた。書式や意味合いが通じないところや修正箇所が読みづらい部分があるが、宜しくお願いしたい。
齊藤秀昭副理事長【補足】
９割以上修正しての上程になるので、審議案件から取り下げして協議案件でお願いしたい。
井上周士理事長【コメント】
審議案件から取り下げし、協議案件として扱う。
・ヒューマンネットワーク創造グループ

鈴木辰太郎副理事長【説明】
常任理事予定者会議でご意見をいただいたが、検討の結果このままでの審議をお願いしたい。
採決　全会一致で可決

・総務グループ

横山専務理事【説明】
基本テーマにしたい「明るく・元気に・前向きに」を盛り込んだ。野口直前理事長からご意見があった
組織運営を確立するのか、進行させるのか、発展させるのかの部分で検討した結果、確立にした。
鈴木辰太郎副理事長【意見】
「アジア・太平洋地域」を「アジア太平洋地域」の統一表記にしたほうが良い。
横山専務理事【回答】
「アジア・太平洋地域」を「アジア太平洋地域」に修正。
採決　全会一致で可決
・法人格維持継続プロジェクトチーム

横山専務理事【説明】
審議ではなく協議として上程の為、削除。
・ＡＳＰＡＣ準備運営グループ

安藤常任理事【説明】
※の部分、「Ｃｏｎｆａｒｅｎｃｅ」を「Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ」のスペルの修正と「ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会実行委員会の意」への修正。

採決　全会一致で可決

審－０２　その他　　　　　　　　　　　　　　　                      　横山専務理事
削除

１６．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　                      横山専務理事

協－１８　その他

齊藤秀昭副理事長【説明】
先程取り下げたアクティブシティ創造グループの基本方針を協議として上程。
今野常任理事【説明】
修正箇所が多く読みづらくなっているが、慎重な協議をお願いしたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】
取り組みがしっかり読み取れる文章になっていると思う。
「１９５５年の創立以来、明るい豊かな社会の実現をすべく」の部分で明るく豊かな社会は創立以来ではないと思う。ご確認願いたい。
４９行目「まちづくり運動を積み重ねてきました。」で、どのように展開して行くのかを再考願いたい。

５２行目で脱字だと思うが、躍動的な「やまがた」創造で、「やまがた」を創造だと思う。

３段落目では邁進の表現は使用されてはいけないと思う。想像した結果を記載する部分になる為、表現を改めて欲しい。
６６行目は取り組みを書く段落なのだから、「私たちは、これらの取組みを実践しながら」とあえて取り組みを記載しなくてもいいのではないかと思う。

伊藤副理事長【意見】
６１行目からの「２０１４ ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を前年に控え」の表現が少し違和感を感じる。ご再考願いたい。
協－０１　委員会事業計画（案）に関する件

・ＡＳＰＡＣ準備会議
長瀬総括幹事【説明】
Ｖｅｒ．２－２となっているがＶｅｒ．２になる。

渉外よりの記載が多いとの意見があったが修正。統一表記も修正。グループ方針であった「ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会実行委員会の意」の表現も次回まで修正する。
野口直前理事長【意見】
実行委員会か事務局なのか分からないという部分は４行目に出ているので精査していただきたい。
ＬＯＭの中でのＡＳＰＡＣ事務局なので２０１３年度はどっちつかずになってしまう。

最初の４行目５行目なども一緒に、齋藤秀和実行委員長などとしっかり話し合っていただきたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】
４４行目「多くの関係者の皆様から」の部分で情報収集はわかるが、ある程度限られた範囲での情報収集にしないと安易な考えになってしまうと思う。ご再考願いたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】
３８行目の「夢から現実(かたち)」の部分で本当に現実になったのか。招致権を獲得するだけが現実なのかをご再考願いたい。
４７行目「内外に広がるネットワークを更に深いものにする」でネットワークは深いものにするのか、広げるものなのか、再考願いたい。

５１行目「大会参加への機運を高めます。」の部分でＡＳＰＡＣ準備会議の中での表現として適切かを再考願いたい。

最後の段落で言いたいことはわかるが成果をしっかりと記載していただきたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】
常任理事意見の部分で「醸成」を修正していただきたい。
井上周士理事長【コメント】
４７行目の注釈の部分でＪＢＭも※があれば分かり易いと思う。
・会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【説明】

前回から取り組み、背景の後ろ向きな記載を修正した。具体的で明確な目標も設定した。それをクリアするためのテーマも設置した。具体的な取り組みの部分で何の為にどういう動きをしてどのような結果を得るのか新たに記載した。

佐藤貴博議長【補足】

理事長所信にもある輝きということで、テーマを「パワーアップシャイン、輝く力」ということにしてきた。

野口直前理事【意見】

各種例会という文言は、例会でいいと思う。新入会員が企画するのは、例会ではなく事業ではないのか。精査願いたい。蔵王と合同が入っているのはわかるが、できればこの文章に年間のストーリー性を描きながら書いていただけると非常に事業計画として伝わるイメージである。事業的なストーリー性をもう一度検討願いたい。思いが強い文でいいのだが、最後の文はもう少し力を抜いて、自分たちのいまの現状というのをもう少し書いていただきたい。

與田委員長【意見】

要となるテーマの部分で、理事長所信にもある言葉を使って非常にパワーアップシャイニングがかっこいいと思う。ただ、アクションという部分が違う表現があるのではないかと思う。アクションというのは、ある意味では語意の広いものなので色々な意味にとられるので、このアクションとは何なのかという言葉があれば分かり易いのではないか。

會田総括幹事【回答】

改めて精査する。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

思いの強い文章に感じる。４３行目から５１行目、５３行目から５４行目まで３つ同じような表現が使われているので工夫していただきたい。最初の大きな目標に取り組むべく会員活動に取り組み、何のために目標に取り組むのか再考願う。４４行目、メンバー一人ひとりからなのか、よりなのか。１段落目、取り組みと成果とのつながりをもう一度見直していただきたい。

井上理事長【コメント】

パワーアップシャイニングアクション５０ということで、ぜひ早めの取り組みをお願いしたい。方針は方針で温めて、取り組みがメインなので委員会のほうでよろしくお願いしたい。

・花火大会特別委員会

渡部本部長【説明】

２段落目に背景があったのを、１段落目にまぜて記載した。そして、２段落目で具体性を持たせて任務案を記載して修正した。

三沢特別委員長【補足】

文章の修正をしたので、ご意見願いたい。

齊藤秀昭副理事長【補足】

今野常任理事の上程内容と整合性を持たせている。よろしくお願いしたい。

伊藤副理事長【意見】

３８行目、４０行目花火大会をしっかり行うため、しっかりとした設営の部分の、しっかりとしたという表現が漠然としているように感じる。

長谷川委員長【意見】

「大会プログラムの企画・実施します。」の部分で、「の」ではなく「を」の方が文章の流れ的に妥当ではないか。

佐藤貴博特別委員長【意見】

３９行目、たくさんの協賛金の協力という部分の表現を公益性も考えて変えたほうがいいのではないか。例えば、多くのみなさまからの協賛金のご協力などいいのではないか。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

１段落目の結びが「求められています。」となっているが、求められているから開催するのですか。我々がしなければならないと考えて開催するのですから、表現をご再考願いたい。

３９行目「たくさんの協賛金の協力が得られる取組みをします。」と書かれているが、この部分は取り組みを書く段落なのでご再考願いたい。例えば「この様な花火大会を開催したいからそのためにこの様な取り組みでたくさんの協力を得たい。」や「たくさんの協賛金を得るために何をするか。」などがこの段落の取り組み内容になってくると思う。

次の段落は少し混乱しているように思う。「反省に基づく改善」からの部分など。

野口直前理事【意見】

事業計画上程表一覧なのですが、来年は全部事業審議である。引き継ぎが全然なっていないのではないか。公益社団法人格として、花火を勝手にやってはいけないと何度も言っているのに、これだけボワっと書かれたら、来年の花火はＬＯＭの運営に関してすごく大きな影響を与えることになる。花火大会実施に関する事項の審議をいつ採るのか。今年全体的な予算をとって、苦し紛れに各部会から報告議案をあげて、全体の予算を取っている。全て審議を受けてやるわけなので、ここが根本的に間違っているのでおそらく計画自体がぼやけていると思う。文面を見ながら、なぜ公益性がひとつも入っていないのか疑問に思った。ただ単に花火大会とクリスマス例会をしていただく委員会ではなくＬＯＭとして対外的なものを完全に確立して巻き込む団体なので、次の手を打たないといけない。花火大会の実行委員会は、次のステージに向けて検証するべきである。楽しい企画などは、公益性があっての楽しい企画なので、再度きちんと引き継ぎをしながらやっていただきたい。

安藤常任理事【意見】

３８行目「市民参加型の花火をしっかり行うためにサポーターの募集・拡大」の部分で市民参加型の花火は今まであったのか。また、サポーターを増やすのに募集するのはしっくりこないと思う。

４２行目から４３行目「これまでより大きく華やかで「今年の花火はすごかった！」といっていただけるような花火」の部分はもう少し表現を細かく書いていただきたい。

４６行目「家族への感謝と、今後の協力をお願いする気持ちを伝える場」の言い回しをもう少しご再考いただければ、もっと伝わる内容になると思う。

・グローバルシティー創造委員会

武田委員長【説明】

修正を入れたのでご意見願いたい。

鈴木力常任理事【質問】

背景のところにＡＳＰＡＣ山形大会という言葉がきてしまうと、どうしてもＡＳＰＡＣがあるからやらなければいけないというようなイメージが先にたってしまう。ＡＳＰＡＣがあるからする事業ではない。機会であってＪＣ運動というところで背景をまとめていただければいいのではないか。

武田委員長【回答】

当委員会、観光立市やまがたの実現に向けてというのが最大の目標で、ＡＳＰＡＣ山形大会があるからではない。しかし、冒頭の記載でよいのか検討する。

野口直前理事長【質問】

やまがたの魅力を再確認して、いつでもどこでも誰もが山形の魅力を発信していくような仕組みを考えているとは、どのようなことなのか。

武田委員会【回答】

最終的には、山形市民、ＪＣの方々だけでなく、県外・海外の方にも山形の魅力をわかっていただき、山形の魅力を発信していただけたらいいなというのが、目的である。４月例会の準備内容でいまは改めさせていただくが、４２行からの手法を実現できればいいと思う。

野口直前理事長【意見】

自分の任務案と事業計画がリンクしていない。企画実施します、どう実施するのか具体的に書いていただきたい。グル―プの基本方針が固まっていないからこういう現状であると思う。一年間の具体的な考えをいまの段階できちんと固めないといけない。自分たちのグループに持ち帰り、発信するとはなんなのか具体的な考えを固めないと、６回の協議で終わるのか今のままでは非常に不安である。最後までぎりぎりになって作っていては、いいスタートが切れないと危惧している。ＪＣの運動とＡＳＰＡＣは一緒であるが、今の考えでは違う。我々のＪＣ運動とは、地域の問題点や地域の足りない部分を補うものである。ＡＳＰＡＣは決まったものなので、それをリンクさせるのはＡＳＰＡＣ準備事務局である。今日は、いかにまちづくりをしていくのか、うまく割り切って考えるときである。グループでしっかりまとめて上程するべきである。

武田委員長【回答】

３９行目、具体的に考え直す。

井上理事長【コメント】

「アワードの受賞として結果を求めるものであって」と「ＬＯＭの自信につなげるとともに市民の関心を高める」ところの整合性がとれていない。アワードの受賞として結果を求める、部分でまだ受賞もしていないし、文言がこの方針をぼやかしているように思う。また再度グループ内でコンセンサスをはかって次回お願いしたい。

・ヒューマンネットワーク創造委員会

長谷川委員長【説明】

前回指摘のあった、背景の部分を訂正した。また、細かい部分の推敲を行った。
鈴木辰太郎副理事長【補足】

違うフォーマットで作成して申し訳ない。ご意見お願い致します。

伊藤副理事長【意見】

冒頭の１段落目、「山形青年会議所では～山形と世界が」の部分のつながりが唐突な気がする。背景の部分をご一考願いたい。

齊藤秀昭副理事長【質問】

公開セミナーをするうえで、山形ＪＣは新たになにを市民とともに高め合うのでしょうか。

長谷川委員長【回答】

ここで回答できる文言を準備していなく、読み込み不足だと思う。次回まで、きちんと具体的なところを検討してくる。

齊藤秀昭副理事長【意見】

ＪＣ運動をしていくうえで、市民の方々には比較的これまで過去の経験からいうと、気づきであったり公開セミナーのなかでそのなかで新たななにかをもっていっていただくというところがあるので、再考いただきたい。

野口直前理事長【質問】

１２行目、人材育成を求められているとは誰から求められていることなのか。２７行目、活気あるやまがたのイメージとは。

長谷川委員長【回答】

世界情勢含めた、山形のまちだけでなく山形を取り巻く情勢、日本を取り巻く情勢それとつながる世界全てから、地域からだけでなく世界に目を向けられる人材がさらに必要になるのではないかということで記載した。最後の、活気ある山形とは、私が子ども時代に青年会議所が主催する人づくり事業に参加させていただいたことがあり、それを通じて山形に対する愛着が持てるようになった。そのような経緯から、活力あるまち、我々青年会議所世代、その上もですが、若い世代がもっともっと山形のことを好きになっていただいて、学生時代等々で離れても山形に帰ってきて、山形を盛り上げるのだという思いも込めて、ぜひ人づくりの対象とする市民に対して持っていただきたいということを考えていて、今の世代だけでなく次世代からも山形を支えてもらう。人がいないとまちはなりたたないので、そういう意味を込めて活力あるまちと記載した。

野口直前理事長【意見】

求められているとは、社会行政から自分たちが検証したことなので、これは求められているのではなく自分たちで創造していっている話で、たぶん求められてはいない。ここの文言を精査いただきたい。活気あるまち山形の創造について話しいただいたことを、公開例会のテーマにしてもっていけば繋がりがでる。まちづくりが人づくりというのであれば、それをこの８００文字の中に自分がどこから突っ込まれても返答できる文面をここに書くのが事業計画である。最後の文言をグループで再度精査していただきたい。

佐藤貴博特別委員長【意見】

１５行目、世界の悲惨な現実から１８行目までのなかで、何かを得るのではなく何を与えられるのかということで、この表現であれば世界の貧困層に対する上からの物の言い方のように捉えられる。理事長所信の中に、そのひとたちのために何をすべきなのか、などいい表現があるのでそちらを引用したらいいのではないか。

中村正利監事【意見】

事務局にも確認なのだが、委員会方針は次回審議であるがエクセルの方も審議でしょうか。であるとすれば、書き方が統一されていない。予算のありなしなどの統一を願う。常任の意見が書かれていない。。事業をみていると倉敷との交流とあり、京都会議のほうは協議で入っているようだが、サマコンの合同ＬＯＭナイトは、サマコンなので１月ではないはず。上げるのであれば別れてくる形になるのではないだろうか。次回審議であれば、細かいところに注意していただきたい。委員長の方は各常任としっかりとした打ち合わせをお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【回答】

チェックミスですので、次回の常任までしっかり訂正して上程させていただく。

・会員交流委員会

與田委員長【説明】

訂正した部分の協議を願いたい。全体のボリュームを調整してきた。語尾の弱い部分も訂正してきた。９月のシニア交流について、叱咤激励を受ける時期ではないと指摘を受けたので訂正してきた。

鈴木辰太郎副理事長【補足】

常任の意見が抜けているので、次回まで訂正してくる。４０行目１２５名という表現、事務局と確認して最終的な数字をいれていきたいと思う。また、４９行目香港ＣＬＪＣという表現の表記のご意見もよろしくお願い致したい。

横山専務理事【質問】

上の方で、叱咤激励のところが取り消しになっていないのですが、下の方だと入ってないようなので、どちらを見るといいのでしょうか。

與田委員長【回答】

新しい書式で全て黒字にしてしまい申し訳ございません。４４行目、叱咤激励という言葉を削除して、堅固なスクラムを組みますという表現にかえさせて頂いている。３７行目から５３行目までの部分で見てください。お願い致します。

安藤常任理事【質問】

４１行目から４２行目ＡＳＰＡＣ山形大会成功へ向けて来場者それぞれがプレーヤーとして関わる楽しみを共有していただける賀詞交換とは、どのようなことか。

與田委員長【回答】

賀詞交歓会は理事長の為にやる式典ありきで理事長の意気込みや姿勢を参加者に感じていただくことが第一条件だと考えている。そういう姿も感じていただくことによって、翌年にせまるＡＳＰＡＣ山形大会の成功に向けて、来場された方々がそれも山形ＪＣの大きな取り組みのひとつであると感じていただいて、傍観者ではなく山形ＪＣはこういうおもしろいことをやるのだということを感じていただいて２０１４年その来場者の方々もわくわくしていただけるように感じてもらえればという意味である。賀詞交歓会でなにか役割をもたせるわけでなく、気持ちを共感できる機会にできればと思っていた。

安藤常任理事【意見】

納得の説明であるが、プレーヤーとして関わる楽しみとはうまくリンクしないように感じる。再考というか精査していただければと思う。

與田委員長【回答】

再考して多くのみなさまに関わっていただけるようなイメージの言葉を絞り出して考えたいと思う。

齊藤秀昭副理事長【意見】

４３行目のそしてから始まる部分の山形ＪＣシニアクラブの例会をして、感謝しながらスクラムを組むとのことだが、山形ＪＣシニアクラブはスクラムを組むのをすでに待っている。オール山形ＪＣを作らないかというようなシニアからの声があるなかで、スクラムを組みますということよりも、もう作っていく段取りをして待っている。シニアクラブに対して上からの表現に見えるので、造語的な形であるがオール山形ＪＣを作るとか、いう表現にしていただくとこの部分に引っかかる先輩は多いのかと思う。

野口直前理事長【質問】

ＡＳＰＡＣの招致件獲得が僕らの夢ではなく、実際にするのが夢なのでもう一度精査して頂きたい。４１行目の、賀詞交歓会を開催するという文面は誰に対してのものなのか。

與田委員長【回答】

参加者の皆さま、ＬＯＭ内、ＬＯＭ外、現役メンバーでありシニアクラブ、来賓、ＪＣの皆さまに感じていただきたくという表現である。

野口直前理事長【質問】

それであれば、この文面はどこかで一度精査して区切ったほうがいいと思う。理事長の意気込みというのは参加者全員に当てはまることばであるが、ＬＯＭの底力を感じてというのは、シニアでもないしメンバーでもないし来賓でもない。誰に対してのものなのか、我われが感じられるものでもない。プレーヤーとして頑張るのであれば、プレーヤーとしての意気込みである。そういったところをもう一度、どう伝えるか精査頂きたい。シスターＪＣ姉妹ＪＣの郷土の魅力はお互い理解していると思うのでお互い行き来してある程度理解しているであろう。理解し合えてないと感じるのであればそこに事業がなかったということ。どんな関係を構築したいのか。

與田委員長【回答】

先ほど冒頭で言ったのですが、お手本に沿ってボリュームを圧縮した。その中で、迷いながら４行１０行３行という行数にまとめてきたのだが、省く前の文章２４行目に、言葉足らずのことを文章で表すと、私が言いたかったのは郷土の魅力をもっと理解し合える相互に発信できる関係を築きあげたいという当初の文章でした。これが私のもとめるところである。

野口直前理事長【意見】

相互発展とか、相互理解というのがある。お互いの郷土というよりは、メンバーの資質の関係なのかなと思う。郷土は体験すればわかる。伝えたいところはしっかり書かないといけないと思う。もう一度、ちゃんとした文面で説明できるようにして頂きたい。

「時間を共有し」と最初に書いていて、最後に限りある貴重で特別な時間では世界共通のもので特別には感じられない。なにを指しているのか具体的に書いて頂きたい。足りない部分と足りる部分と、意見を言われたから質問されたから悪いのではなくどこか足りないから意見・質問が出たという考えをもって頂ければと思う。

武田委員長【意見】

凝縮されていい文章だと思う。しかし、６８０文字以上ある形で、今日の意見でさらにボリュームが増えないように気をつけて頂きたい。

佐藤貴博特別委員長【質問】

４６行目、山形ＪＣじょがいもクラブ、日本ＪＣじょがいもクラブへの支援ということで大変素晴らしいことだと思うのだがどのような支援になるのか。

與田委員長【回答】

ぼんやりでございます。支援という言葉でしかお答えできません。次回まで確認致します。

佐藤貴博特別委員長【意見】

事業計画のなかに書いてあるので、記入したと思うがこういう対外的に出るなかで流れると非常に重たくなるように感じる。

井上理事長【コメント】

力強く伝わり安い文面だと感じる。今いろいろあった意見を限られた文字数のなかで、若干精査すればまたさらに良い文章になると思う。

・総務情報委員会

荒井要雄委員長【説明】

前回、協議の際いただいた構成の部分の修正をさせていただいた。文章をある程度区切らせて頂いた。あと、ＬＯＭ内等の文言も訂正させていただいた。長瀬総括と武田委員長のＳＮＳを引用して訂正したい。

今野常任理事【質問】

３９行目メンバーの資質向上による組織基盤の充実とあるが、資質向上と組織基盤の充実がどのように関わるのか。

荒井要雄委員長【回答】

組織としての基盤とは、メンバーがあっての組織であってメンバーの能力や意識が向上することでレベルが高くなるというところで関連づけている。

齊藤秀昭副理事長【意見】

４５行目から４６行目、年間を通して功績がなったメンバーを讃えるＬＯＭ内褒章は総務委員会で讃えるのでしょうか。総務委員会の委員長はあくまでも事務局と考えると、讃えられる側だと思うので再考頂きたい。３９行目、メンバーの資質向上による組織基盤の充実ではなく、メンバーの資質向上のための組織基盤だと思う。

安藤常任理事【意見】

全体的に圧縮なった感じで、もう少し足していただいてうまくまとめて頂きたい。

野口直前理事長【意見】

１００％例会、もしくは総会を確実に実施するというのを決意表明として書いて頂きたい。

・法人格維持継続プロジェクトチーム

鈴木力常任理事【説明】

文章内の２段落目、記載を修正した。公益の記載を追記した。３段落目、前回より内容の厚みを出して中身を修正した。

齊藤秀昭副理事長【補足】

協議ということで上程させて頂いている。ご意見を頂いたうえで、さらにみなさまに情報の共有であったり、意識改革できるようにプロジェクトチーム一丸となって進んで参りたいと思っているところなのでご意見願う。

齊藤秀昭副理事長【意見修正】

５４行目、地域間でできるかを検証し、まちづくりをけん引できる団体を追記させて頂く。５７行目、青年会議所運動がまちづくりの効果のところに違和感を覚えているので、まちづくりの効果という部分を修正して次回、審議・上程させて頂く。

野口直前理事長【質問】

もう一度審議まで時間あるのでお聞きしたい。定款運営規則の検証及び提言のところで、提言はたぶん１０月である。
９月までの事業とはなにか計画的なセミナーなどはあるのか。

齊藤秀昭副理事長【回答】

定款運営規程の検証及び提言は、次年度の上半期で終了させていただいて１４、１５とつながるように提言させて頂くと変更する。企画実施の部分に関しては、当初起承転結の４回を考えていたのだが、厳しいと思い、前半戦に持っていきたい。３回あるいは２回と考えていた。

野口直前理事長【意見】

１０月もしくは、１１月に報告という形で提言書を作る。報告的な形で締めて頂けるとここで終わるというのがわかる。作成でなく、報告にしてもらって提言をする。この事業の３つの構想があるのであれば、最後はこのような感じでという形のものをスタッフでも理事構成メンバーでもいいので、なんらかのいい感じの形での締めをすることで、機能しているように感じる。
・渉外支援委員会

佐藤幸助委員長【上程】

前回より、文章の言い回しや文面構成を大きく変更してある。ほとんどが赤文字になっているので、もう一度よくご覧頂き意見を頂戴したい。

鈴木力常任理事【補足】

今出たように、修正箇所が多い。まとまりのない部分もあるであろうが、ご意見頂きたい。

中村祥之副理事長【補足】

１回目のような上程内容になるが、忌憚のない意見を頂きたい。

野口直前理事長【質問】

文中に思いやり運動とあるが、内容はどのようなものか。

佐藤幸助委員長【回答】

会議後のテーブル片付けやゴミ拾いなど、｢小さな親切｣と捉えている。青年会議所として違う意味合いがあれば教えて頂きたい。

野口直前理事長【意見】

利他の精神に基づいた｢他人がどう思うか｣という意味であるので、使う場所に違和感を覚える。室長と精査し、言葉の使い方を見直して頂きたい。渉外委員会の意義は外部情報の対内的な発信であるのでＡＳＰＡＣありきではない。出向者のサポートとは言っても内容がわからないので、担当理事と話をして内容を詰めて頂きたい。事業計画や上程一覧の内容に誤差が見られる。協議・審議事項の有無などをもう一度精査しなければならない。予定時期に｢随時｣という表現が見られるが、次回の審議までに協議の必要性・報告時期などを明確にしておくこと。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

こちらの上程内容は、いつ頃室長へ提出したものなのか。

佐藤幸助委員長【回答】

本日の昼頃である。

鈴木辰太郎副理事長【意見・質問】

これだけの内容を修正して本日昼の提出というのは不誠実であると感じられる。委員会の設置目的が見られない。｢ＬＯＭメンバー｣という表現はあまり使用されない。他委員会や過去のものを参照し表現を考えること。２段落目、｢全力でサポートします｣という部分の内容はどのようなものか。

佐藤幸助委員長【回答】

できるだけ早く現地の地形を調査し発信するなど、出向者が動きやすくしたいという意味合いである。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

出向者のサポートとは何であるのかイメージできていないと思う。全力でという言葉でごまかさず、もう一度よく考えて頂きたい。多くのメンバーが参加できるようにという意味が伝わり難い。主体的な言葉で表現すること。ＬＯＭナイトの位置づけももう一度考えて頂きたい。３段落目では成果を表現できるようにすること。意気込みを綴る作文にならないよう精査をお願いしたい。

井上周士理事長【コメント】

非常に厳しい意見が出た。過去のものを見ていると、方針内容も年々進化していると思う。それを踏まえて作成し、担当理事と検討した内容を反映させるプロセスを抜かしてはならない。もう一度しっかりと精査したものを上程して頂きたい。全体的な話として、常任理事意見や予算をチェックしたうえで、しっかりとした委員会事業方針をお願いしたい。

協－０２　新入会員の募集（案）に関する件                           会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【説明】

任務内容は第一に会員数の拡大であるという想いで作成している。まず、拡大ツールとしてパンフレットを作成し、その使い方を検討させて頂いた。また、セミナーやキャラバンなどの具体的な内容も記載している。テーマに関しては、先ほど指摘を受けたこともあり、次回再上程させて頂く。次年度５０名という目標で活動していくので、スケジュール案も併せて慎重審議をお願いしたい。

佐藤貴博議長【補足】

次年度は５０名という大きな目標を掲げているので、皆さまの協力が必須となる。貴重な意見を頂戴したい。

伊藤副理事長【補足】

今回が最初の協議上程となる。様々な意見をよろしくお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【質問】

次年度の予算として１６万５千円を上程されているが、今年度のパンフレット等を全て使い切ったかどうかは調査しているのか。

會田総括幹事【回答】

今年度分の現在の在庫は４部となっている。次年度は５０名と目標数を上げているので、こちらの予算を上程させて頂いた。

齊藤秀昭副理事長【意見】

今年度・次年度で意思疎通を図り的確な予算を算出しているのはさすがであると思う。引き続き連携を密に事業を進めて頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

５０名の入会を目標とするにあたり、どの程度の情報量が必要と考えているか。

會田総括幹事【回答】

過去の統計を考慮すると、入会者数の４倍の情報量が必要となっていた。よって次年度は約２００件の情報が必要であると考えている。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

他地域では８倍という話も出ている。いずれにせよ情報量が決め手となるので、必要な収集・整理と段階を踏んで進めて頂きたいと思う。

齊藤秀昭副理事長【質問】

１０番の事業内容部分で当該年度卒業生への依頼とあるが、１２年度と１３年度どちらの卒業生を対象としているのか。

會田総括幹事【回答】

表現がおかしくなっていた、申し訳ない。１２年度の卒業生を対象にしている。

齊藤秀昭副理事長【意見】

卒業例会を待たずに内部で着手可能な部分もあると思うので、早めの対応をお願いしたい。

中村祥之副理事長【意見】

上期を過ぎると勧誘の数が落ちる傾向にある。私たちのサイクルに限らず早めの動きや粘りを大切にし、取りこぼしのない動きをしていかなければならない。

野口直前理事長【意見】

以前の特別委員会の時、毎月会議を開いていた。次年度は特別会議ということも踏まえ、会議の数を十分に確保して情報共有・発信に努めて頂きたい。先ほどあったように｢通年で活動を続ける｣ということは非常に大切である。

野口直前理事長【意見】

手法の中にロータリークラブやライオンズクラブへのアプローチが記載されているが、バーターとして本来の趣旨と異なる活動に巻き込まれる場合があるので注意が必要である。できれば個人ターゲットを訪問した方がよいと思う。

矢口監事【意見】

今年度は達成できていない状況であるが、拡大は先ほども出たように情報量が命となる。理事メンバーが率先して活動を展開していけるようお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【質問】

予算の中で単価も記載されているが、見積はどちらの業者より徴収しているのか。

會田総括幹事【回答】

現段階では見積徴収を行っていない。今年度のシー・キャドにおける単価を反映しているが、今後精査を行っていく予定である。

齊藤秀昭副理事長【意見】

理事メンバーの企業に発注する場合、上程の席でその企業の人間は退席しなければならないことになっている。上程者が退席するのも不自然な感じを受けるので、プロジェクトチームに相談をし、他企業からの見積・相見積の徴収を検討して頂きたい。

動議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井委員長

荒井【動議】

終了時間延長の動議　２２：３０～２４：００

動議の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上理事長

全員賛成

協－０３　仮会員セミナーの実施（案）に関する件                       会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【上程】

第１・第２クールと、より具体的にスケジュールの策定を行った。あくまでも案であるので、ご意見を頂戴したいと思う。更に効果的な手法等あればご教授頂きたいので慎重審議をお願いしたい。

佐藤貴博議長【補足】

事業概要１の中に、シニアのセミナー講師案が載っている。２番に上田博和先輩の名前があるが、２月にも講師をお願いする予定が入っているため変更の可能性もある。考慮のうえご意見頂きたい。

伊藤副理事長【補足】

シニア講師候補者リストのリンクが機能していないようで申し訳ない。ご意見をお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

ブロック協議会の方でも上田先輩をお呼びする案があるので、情報として提供する。

安藤常任理事【質問】

シニア講師候補者リストに尾原儀助先輩が載っているが、候補者とする理由を教えて頂きたい。

佐藤貴博議長【回答】

シニアクラブの副会長を務められているため、話を伺いたいと考えた。別件で依頼事項もあり、コンタクトを図っている。

安藤常任理事【意見】

最近は年の若いシニア講師が多いので、尾原先輩のような年の離れたシニアからの講演も勉強になると思われる。

井上周士理事長【コメント】

意見の出た上田先輩は総務情報委員会にて講師でお呼びするつもりである。ＡＳＰＡＣへの士気を高めなければならない。ブロック協議会にも非公式ながら参加されるようである。委員会メンバー・理事メンバーはぜひ出席をお願いしたい。

協－０４　会員拡大キャラバンの実施（案）に関する件                   会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【上程】

次年度は、各委員会やグループ会議などに合わせて顔出しをさせて頂き、情報収集を行うという手法を考えている。よってキャラバンという表現を使用した。各委員会に担当者を決めて情報収集し、一元化した後に共有できればと考えている。ご協力をお願いしたい。

佐藤貴博議長【補足】

各担当理事の皆さまと、膝をつき合わせて話をさせて頂ければと思う。よろしくお願いしたい。

伊藤副理事長【補足】

キャラバンとして形を変えた会議体の運営をしていくつもりである。内容が未完成な部分もあるので、手法に関してのご意見を頂戴したい。

齊藤秀昭副理事長【意見】

３つの議案の組織が同じものになっているので修正をお願いしたい。

横山専務理事【補足】

担当者表が作成してあるようなので、実施組織内で表せるよう修正すること。

齋藤秀和実行委員長【意見】

唐突に委員会やグループ会議に参加してもなかなか情報が集まらないと思われる。事前連絡のうえ、ツールなどを準備して円滑に情報収集を行って頂きたい。

中村祥之副理事長【意見】

女性メンバー５名の獲得という目標があるようだが、例年難しい状況にある。全国的にも女性の活躍の場が増えているので、ぜひ頑張って頂きたい。手法として、キャラバンを利用し、女性の視点からアイディアを創出して頂く方法も試してみてほしい。

野口直前理事長【質問】

キャラバンにてアプローチをするという表現があるが、具体的にどのようなことを行うのか。

會田総括幹事【回答】

２０１２年度の新入会委員や女性メンバーを中心に新しい情報を掴んでいきたいと考えている。また、情報収集のためのツールを作成して活用していくつもりである。

野口直前理事長【意見】

拡大のシミュレーションとマニュアルがあるが、何故拡大が必要になるか数値的に訴えかけていくものであると考えていた。情報共有となるとキャラバンだけでは厳しいのではないだろうか。何故拡大が必要なのかを資料を使って説明してはよいのではないか。アピールだけであれば例会でも可能である。パンフレットや情報カードを使い方の説明を交えて資料として活用すれば、より効果的になると思う。もう少し捻りを効かせて次回上程して頂きたい。

井上周士理事長【コメント】

１月２月はスケジュールがタイトになるので、キャラバンの実施組織を工夫して、単なるＰＲにならないようにして頂きたい。効果的な運営を期待する。

協－０５　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）に関する件                       会員パワーアップ特別会議 

會田総括幹事【上程】

基本的にはシニア向けとして想定している｢蔵王｣であるが、年間３回の発行を予定している。シニアメンバーが読みやすい、今までと同じ慣れ親しんだ構成で作成していくつもりである。
佐藤貴博議長【補足】

リンクが機能せずに申し訳ない。発行先・部数・掲載内容をフォルダより確認してご意見を頂きたい。

伊藤副理事長【補足】

広報誌の発行が当会議の任務となっている意義を考えながら活動していきたいと思う。ご意見をお願いしたい。

遠藤常任理事【意見】

ＬＯＭ外広報誌の発行を受け持つという意味があるはずである。３回とも内容に会員拡大が載っているので、ぜひ興味を引くような構成に仕上げて頂きたい。

武田委員長【意見】

内容の最終決定は討議として上程されると思うが、例年印刷が間に合わない事態が発生しがちである。余裕をもった作成を心がけて頂きたい。

三沢特別委員長【意見】

発送先が増えているが発行部数が減っているので、整合性の確認をお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

会員拡大を担当する特別会議として受け持っている事業として、ＰＲ以外にどのようなものがあるのか。

會田総括幹事【回答】

意見を頂きながらこれから考えていく予定である。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

発送先を入念に精査する必要がある。会員拡大のツールに繋がるという意味合いがあるのだろうが、限られた予算の中で活動するためにしっかりと事業を生かしていって頂きたい。

野口直前理事長【意見】

地区担当常任理事等の部数も併せて、発送先をもう一度確認して頂きたい。長野青年会議所にお送りするのであれば、各種大会主幹ＬＯＭである京都・横浜・奈良を始め候補は多くあるはずである。繋がりを考えると毎年変わっても不自然ではないが、委員会ないでよく揉んで頂きたい。先ほどロータリーやライオンズに送付するという話が出たが、それならばこういったＬＯＭに送付する必要も出てくるのではないか。本年は送付していないＬＯＭもあるので話を煮詰めなければならない。また、そういったＬＯＭに関しては、京都会議等の機会に理事長より一言話をして頂いておくべきである。礼儀的な前準備は欠かさないようにすること。

齊藤秀昭副理事長【意見】

１０番の事業内容に関して、３月号の１２月１３日の部分は討議ではなく審議上程となるはずである。また、２月発行にはスケジュールの整合性が取れていないように感じるので精査して頂きたい。

協－０６　新春賀詞交歓会式典ならびに祝賀会の企画・実施（案）に関する件   会員交流委員会

與田委員長【上程】

本日で２回目の協議となる。委員会としては立食で行いたいという考えであることをポイントに意見を頂戴したい。また、例年と違い式典と祝賀会を同フロア行う予定であるが、デメリット・注意点等のご指摘をお願いしたい。また、理事長・専務理事等の補佐役を各１名張り付けようと考えているのでご意見頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【補足】

格調を高くするため座食での会も考えたが、様々な意見を考慮して立食として提案させて頂く。忌憚のない意見をお願いしたい。

横山専務理事【補足】

賀詞交歓会前の総会を、前日に開催したいと考えている。これから議案が上がってくるが、例年と異なるスケジュールになるのでよろしくお願いしたい。理事長・専務理事の補佐に関しては、会務セクレタリーにて対応していく予定である。

三沢特別委員長【意見】

鏡開きに関して、鹿野道彦衆議院議員の名前が上がっているが、これまでの例にはないものである。政治的な絡みも出てくるので、昨年までの例を参考に内容を検討して頂きたい。

安藤常任理事【意見】

前回の常任予定者会議での意見も内容に記載して頂きたい。

中村正利監事【意見】

審議対象資料に不足が見られる。リンクが機能していないものもあるが、次回審議までに準備をお願いしたい。今年度委員長からの引継ぎを含め、マニュアルやリストに関してはギリギリまで精査しなければならない。予算に関しても添付抜けが見られるので、内容の精査をしっかりすること。礼状の発送に関して、事務局ともすり合わせを行い、数の確認をして頂きたい。

野口直前理事長【意見】

座食立食に関しては委員会としてのテーマがあると思うので、内容をよく考えて決定して頂ければよいと思う。立った状態で挨拶が続くなど、参加者の負担が大きくならないよう配慮すること。司会に関して、自分たちの想いが表現できれば人選は問わない。オールやまがたという、現役とシニアが一体となった表現を対外的にどう伝えていくか考えて頂きたい。前日に総会があるので、メンバータイムは必要ないと感じる。事務局・委員会にて協議して頂きたい。おもてなしの心をどう伝えていくか、手法を精査して頂きたい。理事長・専務理事の補佐とあるが、会務セクレタリー・事務局長がいるので必要ないと思われる。審議対象資料に関して、案内状程度は内容に含ませること。もう一度資料の精査をして審議に臨んで頂きたい。

齊藤秀昭副理事長【質問】

来賓・来訪ＪＣの読み上げが例年と異なるという試みに関して詳しく教えて頂きたい。

與田委員長【回答】

専務理事にて読み上げを引き受けて頂いたので、少しでも負担を軽くするために、紙出力にて原稿を作成するなどの準備を行う予定である。

横山専務理事【補足】

受付の担当者に関して、シニアの顔と名前が一致する人間が必要である。五十嵐さんに手伝いをお願いするにしても、常任理事以上の張り付きを考慮に入れながら議案を作成して頂きたい。

井上理事長【コメント】

以前、｢１人あたり５名のシニアに名詞を配る｣という試みをしたこともあった。こういった具体的な行動を立案し、テーマに合った会にして頂きたい。
協－０７　２０１３年度山形ＪＣスローガン募集（案）に関する件            　　　 総務情報委員会
荒井要雄委員長【説明】

現時点での応募２４件分をペーパーにて配布するのをご了承頂きたい。理事長・事務局にて検討した後、次回予定者会議にて審議上程をさせて頂く。追加募集も可能なので、各委員長の協力をお願いしたい。

横山専務理事【補足】

質問、ご意見を頂戴したい。

安藤常任理事【意見】

良い悪いは別にして、地区フォーラムのスローガンで各ＬＯＭから「勇往邁進」という言葉をよく見かけた。

井上周士理事長【コメント】

皆様からのスローガンの提出はありがたい、再考し次回上程させて頂く。
協－０８　ＬＯＭ内褒賞審議委員会の設立（案）に関する件                 　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【説明】

前回ご意見頂いた本年度の引き継ぎの中にある、特定の委員会に所属されている特別委員長・議長を次回ＬＯＭ内褒賞よりはずす。ＬＯＭ内大綱の見直しを総務情報委員会の単独で変えるのはどうか疑問のため、次年度のＬＯＭ内褒賞委員会にて審議後、委員会を開催し上程させて頂く。

横山専務理事【補足】

内容に関してはＬＯＭ内褒賞審議委員会でさせて頂く。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
「９．実施組織」部分はＬＯＭ内褒賞委員会ではなく、ＬＯＭ内褒賞審議委員会である。ＬＯＭ内褒賞審議員会がある以上、正副常任委員会でなく審議委員会で大綱の見直し、引き継ぎ等を行うのが適切である。大綱はＪＣレポートに掲載されるので、年度内に次年度のＬＯＭ内褒賞審議委員会を開催し間に合う様に総務情報委員会が取り纏め検討して頂きたい。

遠藤常任理事【意見】

審議対象資料２番目の「推薦文」を４００字以内ではなく４００字程度にしてはどうか。

横山専務理事【補足】

委員会内で検討させて頂く。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

推薦書について、総務記載部分を分りやすく表記してはどうか。検討頂きたい。
協－０９　山形ＪＣ活動の取材・記録管理・アルバム作成（案）承認に関する件  総務情報委員会
荒井要雄【説明】

総務情報委員会にてフォルダを作り同報メールにて情宣し、写真素材等を頂き管理していく。

野口直前理事長【意見】

記録に残すことを考えるうえで、Ｆａｃｅｂｏｏｋで写真を集めるのは少し無責任では。活動事業は委員会内で撮ったものがあるので、足を運んで受け取るべきでは。第三者的に見た場合、Ｆａｃｅｂｏｏｋでは伝えていく媒体としては厳しいのではないか。再考頂きたい。

齊藤秀昭副理事長【質問】

「１２．期待される効果」部分で、ＪＣアルバムアイコンにデータの全てを入れるのか。

荒井要雄委員長【回答】

皆様からあげて頂いた写真の中で次年度以降も青年会議所として使えるものであれば、精査して保管していく。最終的にデータはサーバー上に残っているので、別の媒体で使用の際は、業者に依頼する。

齊藤秀昭副理事長【意見】

２００５年時に「広報委員会」として全ての事業に参加しメンバーの事業風景やオフショットの写真を納めていた。その経験を踏まえると卒業例会時にメンバーの様々な画像がある方が好ましいので、事業に出向いて保管資料を作成頂きたい。

鈴木力常任理事【意見】

データの保管について、ホームページ上のみでなく、対外的な部署からルームに画像提供の要請があった場合があるので、ＬＯＭ内での保管も検討頂きたい。
協－１０　山形ＪＣホームページの運用（案）に関する件                      総務情報委員会
荒井要雄委員長【説明】

大きな変更点として、制作業者の変更を検討している。理由として２点。１点目はリアルタイムでの更新を可能にする為、複数名で営業している法人格の会社が好ましい事。２点目はサーバーのセキュリティー向上である。ホームページの変更としては、すっきりと見やすいものを心掛け、メインページには「理事長挨拶」のメインアイコンを設定する。対外に発信すべき事業はアイコンを大きく作り、目立つ様心掛ける。メンバーページの「ギャラリーボード」にメンバーの活動写真を掲載する予定である。現在のリンクについて添付資料を精査頂き、皆様からご意見を頂戴したい。

横山専務理事【補足】

ここ２年間はメンバーである三沢さんに管理をして頂いていた。ＡＳＰＡＣ専用ホームページが立ち上がる事をお伝えしたい。

佐藤貴博議長【質問】

特例民法法人としての情報公開をしなければならない部分として、今年度は載せていくのか。

荒井要雄委員長【回答】

存じ上げないので、教えて頂きたい。次回まで検討させて頂く。

武田委員長【質問】

トップページ右側にＦａｃｅｂｏｏｋの記述があるが、山形青年会議所としてＦａｃｅｂｏｏｋを作成するのか。

荒井要雄委員長【回答】

作成の予定である。対外のコメントが書かれないページを考えている。

遠藤常任理事【質問】

英文のホームページは検討しているのか。

荒井要雄委員長【回答】

ＡＳＰＡＣのページとうまくリンクを張っていきながら運営していきたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

ホームページはＬＯＭの顔である為、非常に重要である。誰が作成するのか。

荒井要雄委員長【回答】

有限会社マックベース様である。山形青年会議所で画像、事業情報を提供の上、更新もして頂く。

鈴木辰太郎副委員長【意見】

メンバーが入力できる部分は必要である。広報担当とホームページ担当がしっかり責任を持って取り組むべきものである。提案として、各委員会に広報担当者を置くべきではないか。ページの更新があるものにするのか、有限会社マックベース様に内容の確認をお願いしたい。

武田委員長【質問】

スケジュールの表記はないのか。

荒井要雄委員長【回答】

希望があればやるつもりである。ご意見頂戴したい。

中村祥之副理事長【意見】

実施時期、見積の表記・記載事項等に数か所の誤りがある。

安藤常任理事【意見】

見積書に社判を押印頂くべきである。「８．公益性の有無」が有であれば番号・理由を記載すべきである。

野口直前理事長【意見】

金額に関しては業者と検討頂きたい。リアルタイムの情報発信を可能にするのであればこちらでも操作できる様にするべきである。スケジュールは対内的・対外的に分けて載せるべきである。会員拡大の事業をする中でホームページは大多数に見られているので、他のＬＯＭを参考にしながら精査し、リンクの張り方、レイアウト等を検証して頂きたい。無くなったものは逐一削除するべきである。

井上周士理事長【コメント】
いま上がった意見を精査してより良いホームページの作成をお願いしたい。

動議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井委員長

荒井委員長【動議】

終了時間延長の動議２２：３０～００：１０

動議の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上理事長
全員賛成
協－１１　１月定時総会の開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【説明】

公益法人の関係で、賀詞交歓会１日前の開催となる。時間は調整中である。会場は公民館を予定しているが、１か月前からの予約開始の関係で今現在未定である。議事の内容については２０１２年度か２０１３年度の提出なのか確認中である。事務局と打ち合わせをして次回上程させて頂く。

横山専務理事【補足】

１月の定時総会は２０１２年度の最後の決算総会になる。２０１３年度で準備・設営を担当し、野口直前理事長が議長を務める。この度の総会が長くなる要素としては、今まで理事の皆様から一括で審議を頂いていたが、今回は一人一人審議頂く為時間が掛かる。ご意見・ご質問を頂戴したい。

野口直前理事長【意見】

この総会までは第５７代理事長として表記頂きたい。

中村正利監事【意見】

総会終了後臨時理事会へ移行すると思うが、ＬＯＭメンバーをオブザーブとして第５８代理事長の審議をしてはどうか。
協－１２　２月公開例会の企画、実施(案）に関する件　　　　　　　　　　　　 総務情報委員会
荒井要雄委員長【説明】

公開例会では無かったので修正頂きたい。２月例会の目的としてメンバーのモチベーションが向上する様な例会を考えている。講師は小田原ＪＣの先輩である上田博和先輩をお招きする。講演会後受益者負担の懇親会を考えている。なかなか直接お話しできない先輩であるので、積極的な参加をお願いしたい。

横山専務理事【補足】

上田先輩は２０１０年度日本青年会議所の専務理事であり、この年は東北から長谷川浩一郎先輩が副会頭として輩出されている。その頃からの流れを汲んだ方針で進めさせて頂く。

安藤常任理事【意見】

タイムスケジュール部分において、控室の料金が掲載されていない様だが、持ち出しだけ無い様に注意して頂きたい。

斎藤秀和実行委員長【質問】

テーマはこちらで決めたものであるのか。

荒井要雄委員長【回答】

こちらで決めたものである。

斎藤秀和実行委員長【意見】

非常に話術に長けている先輩なので、より効果的になる様内容を詰めて頂きたい。

會田総括幹事【意見】

期待している。

遠藤常任理事【意見】

第２部も例会の一部であるのか。第２部終了後メンバータイムを行ってはどうか。

荒井要雄委員長【回答】

例会と切り離して考えている。

伊藤副理事長【意見】

せっかくの機会なので、後半は懇親の場として多くのメンバーが話を聞ける様にしてはどうか。

荒井要雄委員長【回答】

非常に良い事だと思うので、持ち帰り次回まで検討させて頂く。

中村祥之副理事長【意見】

新入会員や入会の若いメンバーにとっては非常に有効な例会の内容であると思うので、より多くの若いメンバーが参加する様誘導頂きたい。

井上周士理事長【コメント】
テーマの「あなたが変わればＬＯＭが変わる。ＬＯＭが変われば地域が変わる！」について、以前斎藤実行委員長とセミナーを聞きにいった事があるが、その時は主婦を対象に会員拡大の講演を行ったものであった。主婦というフィルターを通してまちの事を想う人間が増えればいいのではないかという思いでのもので、この講演を機に主婦から入会頂いたという経緯がある。講演のテーマに関しては目的と合致しているので、我々が進むべき方向への弾みとなるような例会にして頂きたい。

協－１３　２０１３年度理事会日程（案）に関する件                         　　　　 事務局
舟山事務局長【説明】

１４番依頼事項において、前回指摘頂いた「監事を除く」という文言を定款に即して赤字で追記している。審議対象資料において、総会の臨時理事会１月２３日（水）開催場所未定、第１回新旧理事会の開催１月４日（金）、第２回理事会１月２９日（火）開催日時を追記している。

安藤常任理事【意見】

直前、特別顧問も採決には加わらないのではないか。確認後記載頂きたい。

中村祥之副理事長【質問】

すでに開催が決まっている臨時理事会は「臨時」としてよいものか教えて頂きたい。

横山専務理事【補足】

公益のセミナーの中で、理事会開催は法令上一週間前の通知が必要である。直前の総会後に開催せざるを得ないので、臨時理事会という位置付けになる。
協－１４　２０１３年度理事会費（案）に関する件                          　　　　 舟山事務局長
舟山事務局長【説明】

例年同様理事会費を徴収させて頂く。費用については「審議対象資料」参照。

協－１５　２０１３年度例会日程（案）に関する件                            　　　舟山事務局長
舟山事務局長【説明】

前回からの変更点　新春賀詞交換会の日程1月２４日（木）と記載。

グローバルシティー創造委員会担当例会の日程を土日も含めた形で検討中の為未定。日程確定次第通達。

横山専務理事【補足】
スケジュール調整に支障が無い様、早めに決定するつもりである。

協－１６　２０１３年度出向者（案）に関する件                             　　　　舟山事務局長
舟山事務局長【説明】

電子資料　出向者（案）へ現在快諾頂いているメンバー名を記載。声掛け途中のメンバーもいるので、添付の資料は本日現在確定のものである。

横山専務理事【補足】

常任理事会等でも進捗の報告はしているが、各委員長は自分の委員会の出向者を確認頂きたい。

野口直前理事長【意見】

７０４地域ではなく、７０４ＬＯＭであるので修正をお願いしたい。
協－１７　２０１３年度外部団体出向（案）に関する件                       　　　　舟山事務局長
舟山事務局長【説明】

外部団体より依頼を受けている２７団体について各出向者（案）を資料に記載。各団体より任期、適格者等を指定頂いている部分もあるので、過去の出向者を参考にしながら２０１３年度の案を記載している。確認をお願いしたい。

中村祥之副理事長【意見】

山形市個人情報保護制度運営審議会は１年毎の任期の様であるが、２年になっているので確認をお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

これから山形青年会議所は様々な団体と大事な係わりを持っていく中で、任期はあると思うが担当者が変わらない方が相手方に迷惑を掛けないのではないか。任期についても始期がそれぞれの団体で違うので、理事会で精査頂きたい。

横山専務理事【回答】

以前からの問題提起に対応できず申し訳ない。各団体の状況を聞く事から始めていくので、事務局長が皆様からヒアリングをさせて頂く。長瀬総括幹事が詳しいので、教えて頂きながら進めさせて頂く。

１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舟山事務局長

報－０１　委員会事業計画の提出について
舟山事務局長【報告】

次回第５回役員予定者会議は１２月３日（月）開催

締切り　１１月３０日（金）正午、議案送付先は舟山事務局長まで。

ダウンロードの日付誤り、１２月２日（日）である。

報－０２　今後のスケジュールについて
舟山事務局長【報告】

第６回役員予定者会議の日程を１２月１２日（水）に変更

１１月６日（火）荒井　寛君を励ます会

場所：山形グランドホテル

時間：１８：１５開会

多くの現役メンバーの参加を呼び掛けて頂き、会を盛り上げて頂きたい。

報－０３　委員会報告書について
荒井要雄委員長【補足】

事務局の五十嵐さんより各委員会の委員会報告書綴りが出来上がっている。右上の担当副理事長部分に電信押印後、委員会アジェンダを添付しメールを頂きたい。専務確認後ファイリングをする。
報－０４　その他
削除

１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事
[ ２０１３年度 第５回役員予定者会議 ]
２０１２年１２月３日月曜日１８：３０～
場所：丸勘山形青果市場
１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村正利監事

皆様本日も大変長時間の会議お疲れ様でした。本日の予定者会議ですけれども、冒頭は理事長、直前理事長の苦言から始まりました。やはり遅参が目立つという部分でございます。遅参はしょうがない部分があると思いますが、審議案件のある方は会議に真摯に向き合って頂きたいという冒頭のご挨拶でございました。次回審議がある委員会もございますので、担当ラインの方々は充分ご注意頂いて臨んで頂ければと思います。また、各委員会の事業議案というのが出て参りました。全ての所で意見が出てない部分もありますが、予算、添付資料等々の不備がかなり出ているのが目についております。また次回委員会の方針も審議でありますので、各委員長の皆様はご自分の委員会方針を本日の意見あった所を再度修正・反映して頂きたいと思います。全て再度目を通して頂いて、ご自身の事業と全てリンクする様な形でお願い致します。こちらの方は室長・副理事長へ上がっていく訳ですので、そういった所もお願い致します。どの委員会かは申し上げませんが、次回常任理事会が１３日（火）にございますので、修正箇所が多い所は常任理事会を必ず活用して下さい。特に次回審議をとるところは完璧に作ってあるものを予定者会議で上げられればいいのですが、そこでもし審議がとれないという事になれば、その後のスケジュールがガタガタ崩れる可能性がありますので、その部分は充分ご注意下さい。常任委員会で意見を頂いて修正したものを次回の予定者会議で気持ち良く審議をとれる様お願い致します。まず、なかなか厳しい予定者会議となりましたが、次回の予定者会議では気持ちのいい会議が運営できる事をご祈念申し上げまして、本日の監事講評とさせて頂きます。大変お疲れ様でございました。

２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事










